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1. はじめに 
私は合唱部の活動をこれまで五年間続けており、
その中で多くの方々に出会ってきた。また、高校1
年生の後期から高校2年生の終わりまで部長として
合唱部を一つの組織として運営していた。その活動
の中で、「居場所」の重要性に気づき、意識し始
めた。「居場所」の存在は人にとって自己同一性な
いし自己肯定感を保つために必要不可欠なのでは
ないかと考えた。�

2. 日本人の孤立•孤独化の現状 
2.1. 孤立•孤独とは 
本研究では、「孤立」を「社会的孤立」と同義と
して扱い、家族やコミュニティとほとんど関わりが
ないこと（客観的）、「孤独」を仲間付き合いの
欠如あるいは喪失による好ましからざる感情を抱く
こと（主観的）と定義する。�

2.2. 日本人の孤立度 

OECD（経済協力開発機構）（2005）の調査によ
ると家族以外との付き合いがほとんどない人の割
合（孤立度）は、先進国の中で日本が最も高くなっ
ており、日本の社会的孤立度の高い原因は、戦後
の経済発展の中で血縁、地縁、社縁などが失わ
れ、新しい時代に順応したつながりが形成されてい
ないためと分析されている。 

2.3. 「我が国と諸外国の若者の意識に関する調
査」における国際比較ならびに年別比較 

出所：UNICEF イノチェンティ研究所 『Report Card 7』研究
報告書.2007.先進国における子どもの幸せ 

出所：UNICEF イノチェンティ研究所 『Report Card 7』研究
報告書.2007.先進国における子どもの幸せ 

表2より日本が7カ国の中でも最も自分自身への満
足度が低いということがわかる。特に、最も肯定
的な「そう思う」という回答が10%しかなく、他の
国の3分の1から6分の1程度である。「日本人の自
己肯定感の低さ」が顕著に表れていると言える。 
また、表3より友人関係への満足感、家庭、学校
生活への満足感が、各国の青年の「自分への満足
感」と相対的に強く関連していた。しかし日本の青
年に注目するなら、他国と比較して、これらの人間
関係や社会的居場所の要因は比較的弱い関連性で
あるといえる。 

表2「私は自分自身に満足している」国際比較 

表1「家族以外の人」と交流のない人の割合（国際比較）

表3 「自分への満足感」と社会的居場所への満足感と相関 



  
2.4. 日本人の居場所と自己肯定感の関係性 
以上のことから、イギリスなどの自分への満足感
が高い国と比べて、日本人はそこでの満足感が「自
分への満足感」へとつながる人間関係や社会的な
居場所がそれほど多くないと考えた。また、日本
人の自己肯定感の低さは自分への満足感、自己有
用感の欠如に起因しているため、自己有用感を感じ
ることができる居場所という存在は重要になってく
ることがわかった。 
 
3.  私の周りの居場所 
3.1.   居場所とは 
　居場所には多くの種類がある。家、学校、職
場、地域の中での個人を取り巻く関係性によって形
成されている。さらにその居場所の中でも細分化す
ることができる。学校であればクラスの中の1つの
グループとしてであったり、地域の中であれば町内
会やクラブ活動といった物であったりする。その
関係性の中で個人が個人として役割を持ち、周りの
人から信頼されたり、承認されたりすることで
「自分」という存在を発見し、受容して行くのであ
る。そのため、「居場所」というのは単に物理的
居場所だけではなく、個人がその中にいて「安心す
ること」ができ、「信頼できる」人がおり、「自
分らしくいること」ができる関係性のことを居場所
と定義する。 

3.2.    学校での居場所 

　エリクソン（1999）によると「人間が健全で幸福
な発展を遂げるために各段階で達成しておかなけれ
ばならない課題がある」 
　中学生から高校生は（表4）「青年期」にあた
り、しばしば自我の発見（Spranger.1955)や自己同
一性の確立(Erikson.1959;Erikson,1963)について悩
み、自己肯定感が低下する時期にある。自己を見
つめ、自己概念について十分な見直しと再編を行う

ことが必要となり、このような作業には自分を理
解してくれる「仲間」の存在が必要不可欠だと考え
た。 
　その仲間の存在を強く意識できる居場所の一つ
にクラスや部活が入ってくるだろう。部活であれ
ば、興味分野が一緒だったり、大会という共通の
目標があったりなど仲間意識が生まれやすい。実際
に私が所属していた合唱部でも強い仲間意識があっ
た。 

3.3.   学校（合唱部）での居場所 

　私が所属していた合唱部では、部員一人一人の自
己肯定感を高めるための声かけを意識して行ってい
た。中学生と高校生が合同で活動しているため、中
高の壁ができないような練習形態にし、意見を言
った時にも否定されない環境づくりを徹底した。
また、年に一回個人面談を部員一人一人と行い、
困っていることや改善して欲しいことなど赤裸々に
話すことができる時間を設けた。 
「安心する」、「信頼できる」、「自分らしくい
ること」が可能な場所を常に意識していた。 
そのため、学校のクラスには行くことができない
が、部活では楽しく活動することができた生徒が
いた。 
　個人面談の時に使用したアンケートの結果では、
部活が楽しいかの質問に対して「楽しい」と回答す
る人がいた。また、自分が目標とする姿を質問す
ると、明確な姿が想像できていた。 

画像2  個人面談の時に使用したアンケート

画像1 【活動紹介動画】合唱部（春の座談会） 

出所：安定した居場所が自己肯定感に与える影響　2019

　表4 E.H.エリクソンの心理社会的発達段階 



　また、上記の声掛けや意識以外に合唱部は各パ
ートの人数が少なかったため、一人一人の存在意
義が明確にあり、その点においても自己同一性を確
立しやすかったのだと考えられる。 

3.4.   地域（昭島子供クッキング）での居場所 

　（表1）日本人は家族以外の人との交流が少な
い。広井良典によると「家族あるいは集団の『ウ
チとソト』の境界が強くなり、したがって、"家族
や集団を超えたつながり"が希薄になりがちなわけ
である」（コミュニティ空間としての都市　2018）
そのため、家と職場または学校などの往復の中で居
場所は作りづらいと考えられる。そんな中で地域の
居場所づくりの活動を行っている団体が多くある。 
　昭島市では昭島こどもクッキングという昭島市
公民館で毎月第3水曜日に行う子ども食堂がある。
年齢制限はなく子供から、お年寄りまで参加する
ことができ、昭島市に住んでいる方から、ほかの市
から来る方もいる。子供は無料で食事をすること
が可能で家族でくる方が多く、親同士の交流もあ
り、昭島こどもクッキングで知り合い、仲良くなっ
た方も多くいた。また、地域に住むお年寄りのか
たが食材を持ってきてくださったり、調理方法を教
えてくださったり、幼稚園生ぐらいの子が地域のお
年寄りの方に料理を教えてもらう場面も多々あっ
た。幅広い年齢層が交流し、自分の役割を持って活
動している地域に根付いた居場所であった。また、
この集まりをとても楽しみにしていると言っている
方がいた。 
　調理をした後にその料理を食べて喜んでくれるこ
とや、失敗した時に周りの人がすぐに助けてくれる
ことでの安心感や信頼から自身に対しての自信や挑
戦したいという気持ちがついていた。 

⒋  考察 

　今回、私自身が関わってきた居場所には共通点
が多くあった。一つ目は、参加する人一人一人が
自発的に参加していたことだ。二つ目は個人間の会
話を大切にしており、その中でも趣味の合う人や、
興味分野が重なる人と仲良くなり、自己の肯定感
を強めている傾向があった。居場所の中には必
ず、自分の役割がありその役割の中でほかの人か
ら認められたり、褒められたりすることで自分と
しての存在を肯定することができるのだと考え
た。 

5. 今後の展望と課題 
　本編では、自己同一性ないし自己肯定感を確立
するためには居場所づくりが重要であることがわ
かった。今後はその気づきを活かし、居場所づく
りに貢献していきたい。また、今回居場所に関わ
るにあたって出会った社会復帰を目指して奮闘し
ている方々の手助けの仕方を大学で学び、活かして
いきたい。 
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画像3 昭島こどもクッキングの様子
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